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大阪湾において小型珪藻スケレトネマが優占的に大量発生しています。大阪

湾に面する東浦漁場では、窒素・リンともに大きく減少しています。それ以外

の漁場では珪藻の発生量は少なく、窒素は西浦漁場で概ね８μg at / L前後、

南浦漁場で７～１２μg at / Lでした。大阪湾漁場では、１１日に冬型の気圧

配置になる予報が出ていることから、風波の海水混合による海況の好転に期待

したいところです。

（珪藻）比較的穏やかな天候が続いていたこともあり、大阪湾ではスケレトネマの大
量発生による赤潮が確認されている。発生量は東浦北部海域で10,000細胞/ml前後、南
部海域で5,000細胞/ml前後とかなり多い。窒素は1～5μg at / Lで調査地点により数
値に大小を示したが減少している。灘漁場においてコシノディスカスが200細胞／Ｌと
一部やや多く確認された以外は、淡路周辺全域で10～60細胞／Ｌであり増加は見られ
ない。
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